
「健康都市やまぐちの
新たな展開」

第２回 山口市総合計画策定協議会 資料４

平成２８年８月１９日（金） 事務局提出資料



テーマ

健康都市やまぐちの新たな展開に向けた方向性

【事例紹介】
健康×地域資源×プログラム・都市基盤によるまちづくりの事例

①定住促進につながる事例
①－１ シェア金沢（石川県金沢市）
①－２ ゆいま～る那須（栃木県那須町）

②地域活性につながる事例
②－１ コミュニティ銭湯（新潟県見附市）

【山口市の可能性】
～健康都市づくりを進めていく上での地域資源～

1



健康都市づくりの範囲

健康

地域資源

プログラム
都市基盤・施設

健康都市イメージづくり

楽しさ・美しさ
生きがい

予防・保健医療

健康都市やまぐちの新たな展開に向けた方向性

がん
脳疾患

精神疾患

糖尿病
消化器系疾患

生活習慣病
介護

運動
食事

休養・住環境
禁煙

スポーツ
飲食・料理

多世代交流
学びヘルスツーリズム

スパ・エステ
アンチエイジング

市内病院

介護施設
湯田温泉

森林セラピー

ＣＣＲＣ
（生涯活躍のまち構想）

健康プログラム
ランチメニューの開発（健康食）

ウォーキングマップ

×

×

医療基盤

効果大2



事例紹介 ①－１ シェア金沢（石川県金沢市）
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事例紹介 ①－１ シェア金沢（石川県金沢市）

メインストリートを挟んで並ぶ住居（左）、とショップ（右）

サービス付高齢者住宅 キッチンスタジオ天然温泉 Cafe＆Bar Mock

オープンデッキ

福祉児童入所施設
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事例紹介 ①－２ ゆいま～る那須（栃木県那須町）
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事例紹介 ②－１ コミュニティ銭湯（新潟県見附市）

（１）まちなか賑わいづくり

集客力を高め、商店街との連携によりまちなかの賑わいを創出

（２）市民の交流の促進

若い方から高齢者まで楽しめ、多世代が交流する場

（３）市民の健康の増進

交流や入浴を通して市民の健康づくりに

（４）災害時の防災拠点

１階、３階は災害時の避難所・温浴施設として機能発揮

【コミュニティ銭湯の目的】

コミュニティ銭湯がまちなかの集客・交流の中核施設となり、来訪者がまちなかを回遊することで、中
心市街地の活性化・まちなかの賑わいにつなげる。

構造・規模：鉄骨造３階建て

建物延床面積：2,069㎡
アクセス：駐車場119台、

臨時駐車場（土日祝日約70台）

付近にコミュニティバス停設置予定

運営方法：指定管理者制度
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事例紹介 ②－１ コミュニティ銭湯（新潟県見附市）

【施設の内容】

１階：交流フロア（入館料無料） 【フロント、レストラン、多目的室（くつろぎ室）、カラオケ室など】

○下足コーナー：432、休憩席数：154席（レストラン67、ソファー39、多目的室48（42畳））

○情報コーナー（商店街・観光情報等の発信）

２階：大浴場フロア 【内風呂と露天風呂の９種類、遠赤サウナなど】

○浴槽：（内風呂）白湯、電気風呂、ぬる湯、冷水風呂、ジェットバス、 リラクゼーションバス

（露天風呂）炭酸泉、寝転び湯、壺湯

○ロッカー：男性 180、女性 222、洗い場：男性 28、女性 36

３階：岩盤浴フロア【岩盤浴3室、休憩スペース、コミックコーナーなど】

○複数種類の岩盤を備えた岩盤浴室

○ロウリュウイベントが可能な岩盤浴室

○クール岩盤浴室

利用料 大人
６５歳
以上

子ども

平日
入館料 500円 400円 250円

岩盤浴 450円 350円 200円

土日
祝日

入館料 600円 500円 300円

岩盤浴 500円 400円 250円
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山口市の可能性
～健康都市づくりを進めていく上での地域資源～

（１） 山口に広がる自然（山・海）

多様な自然を活用したレジャーや

余暇の過し方が可能

森林セラピー

十種ヶ峰 スキー

十種ヶ峰 キャンプ

鳳翩山 登山

きらら阿知須

バードウォッチング

瀬戸内海 釣り

湯田温泉

柚木慈生温泉

ロハス島地温泉

自然に囲まれた環境の中で、

心身ともにリフレッシュできる
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山口市の可能性
～健康都市づくりを進めていく上での地域資源～

（２） 山口で広がるスポーツ・ツーリズム

「ツール・ド・山口湾」や地域が主催する「マラソン大会」をはじめ、市内でスポーツ・ツーリズムが

広がりを見せています。

ノルディックウォーキング

湯田温泉

スポーツで汗をかいた後は

温泉でリフレッシュ

ツール・ド・山口湾
阿知須７２カントリーをは
じめとするゴルフ場フットサルサッカー競技施設
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（３）「温泉」 湯田温泉（まちなか温泉）

【特徴】

都市部にある温泉街で住居、都市機能、飲食機能が
集積されており、多世代の市民が集う場所。

 １日2000トンの天然温泉が湧き出ており豊富な温泉
資源を有しており、周辺には入浴施設のほか足湯も
多く整備されている。

かつて維新の志士たちが、湯田温泉を利用していた
こともあり、周辺に維新の志士ゆかりの歴史的資源
を多く有しているほか、中原中也、種田山頭火など文
化人のゆかりも深い場所。

健康都市やまぐちを支える地域資源

温泉は、全国的にも観光資源として活用されている中、山口市の湯田温泉のような、まちなか温
泉は全国的にも珍しく、交流人口の創出に加え、地域コミュニティの健康づくりの新たな拠点へと
発展できる可能性がある。

山口市の可能性
～健康都市づくりを進めていく上での地域資源～
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湯田温泉を活用した健康づくりの展開

「健康」×「温泉」×「都市基盤」による健康都市やまぐちへ
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【どのようなまちになるのか】

市内で歩く人が増え、中心市街地に人が集まる。

→市民の健康増進、中心市街地の活性化が図れる。

若い人から高齢者まで楽しめ、多世代の交流が図れる。

→定住促進、生きがいの創出。

中心市街地でみんなと学びあえる。

→学びや教えることを通して人が育つ。

【主要機能】

温泉を中心として、

公共性の高い地域福祉団体の
事務所や、高齢者の憩いの場、
子育て広場など多世代交流が
可能となる都市の拠点化

市民

（高齢者、移住者、アク
ティブシニア、若者等）

みんなの「目的地」になる＝「交流拠点」 12


